
@ 荒井記念美術館ホール （北海道岩内郡岩内町野束５０５）

主催｜

後援｜経済産業省北海道経済産業局、国土交通省北海道運輸局、
公益社団法人北海道観光機構、公益財団法人はまなす財団、
一般社団法人洞爺湖温泉観光協会

円山連携会議（北海道岩内町）

月



参加費 申込方法

問い合わせ先
岩内町役場 建設経済部 観光経済課 観光係
〒045-8555　北海道岩内郡岩内町字高台134番地 1
TEL　｜0135-67-7096（受付時間 9：00～ 17：00）
FAX　｜0135-62-3465
E-mail｜kanko@town.iwanai.lg.jp

宿泊プラン　税込 20,000円

［サミット参加費、交流会参加費（飲食込）、オリジナル Tシャツ、１泊朝食］

日帰りプラン　税込 8,000円

［サミット参加費、交流会参加費（飲食込）、オリジナルTシャツ］

※参加費は現地現金決済

詳しくは左の二次元コードから
ご確認ください。

パネルディスカッション

「温泉をまもる、温泉でつなぐ」

基調講演

参加者による意見交換・各種交流：乾杯 18時半（IWANAI BREWERY & HOTEL）

最新情報は、ONSEN JOURNEY® オフィシャルサイトにて
onsenjourney.jp 

洞爺 浜野氏（株式会社萬世閣 代表取締役社長）をはじめ、道内のホテル・旅館経営者が集い、それぞれの土地で温泉を守ってきた

歩み、現場で抱えてきた葛藤、地域とともに乗り越えてきた課題、そして次世代へ何を受け継いでいきたいのかを語り合います。

個別施設の競争ではなく、温泉地同士が互いの苦労に学び、支え合い、連携しながら、温泉文化そのものの価値を未来へつなぐ

ために何ができるのか。北海道発の温泉文化ネットワーク形成に向けた、実感と志のある対話の場をつくります。

道内の温泉地の今と未来を語り合うクロストーク

交流会 （20:30〜花火打ち上げ）

松田 忠徳 氏
日本唯一の温泉学教授

山崎 貴志

国土交通省北海道運輸局 
観光部長

2、温泉からはじまる観光地域づくり～これからの観光施策と持続可能な観光地づくり、そして温泉の可能性～

～その営みとしての温泉文化～ 

北海道・洞爺湖温泉生まれ。東京外国語大学大学院修了。温泉文化論・温泉
医学を専門とし、日本で初めて温泉学教授として知られる温泉学の第一人者。
全国の温泉地を歩き、源泉かけ流しの価値や湯治文化を発信。著書は『全国
温泉大全』など約 100冊に及ぶ。

北海道生まれ。1995 年運輸省北海道運輸局入局後、観光・交通行政に携わり、
インバウンド誘客のための海外プロモーションの他、高付加価値旅行者の受入
環境整備や２次交通の整備など観光地域づくりを担当。2026年4月より現職。
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1、日本人と温泉


